
議会に関するご意見・お問い合わせ
鳥取市議会事務局 〒680-8571　鳥取市尚徳町116番地
　　　　　　　　　　　　　　TEL（0857）20-3343　FAX（0857）20-3049　E-mail:gikai@city.tottori.tottori.jp

表紙写真を募集しています。詳しくは12Ｐをご覧ください。

６月定例会のあらまし

定例会号

主な記事
一般質問…………………………… ２Ｐ～９Ｐ
委員会視察報告・市議会Ｑ＆Ａほか……10Ｐ
陳情・議会クローズアップほか…………11Ｐ
提出議案と結果・お知らせ………………12Ｐ

　米飯給食の推進により米の消費拡
大を図る事業、100円循環バスへの
低床ノンステップ車両の導入や、中
学校へのスクールソーシャルワー
カーの配置などについての審議を行
う６月定例会が、６月２日から開催
されました。一般会計６月補正予算
など議案31件が上程され、全議案と
も原案のとおり可決・承認・同意さ
れました。
　また、一般質問には、25人の議員
が登壇し、活発な議論が展開されま
した。

鳥取砂丘海水浴場で準備体操する子どもたち
 （鳥取市　山本 清惠さん　提供）



とっとり市議会だより　N�.141　2

6月定例会6月定例例会6月定例会6月定例会
一 般 質 問

行財政改革 P２～P３
まちづくり P３～P５
福祉・医療 P５～P６
教　　育 P６～P７
交　　通 P７～P８
公 民 館 P８
農林水産 P９
環　　境 P９

　

６
月
定
例
会
で
は
、
25
人
の
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質

問
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て

の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

会
議
録
の
全
文
は
、
８
月
下
旬
よ
り
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行

財

政

改

革

指
定
管
理
者
制
度
の

検
証
に
つ
い
て

河根　裕二
（公明党）

問　

指
定
管
理
に
移
行
さ
れ
た

公
共
の
文
化
施
設
は
、
や
ま
び

こ
館
を
核
と
し
た
新
市
域
の
施

設
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
文
化

的
戦
略
の
も
と
に
運
営
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
や
ま
び
こ
館
を

全
市
域
の
核
と
す
る
た
め
展
示

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
施
設
改
修

が
想
定
さ
れ
る
が
、
指
定
管
理

料
で
は
賄
っ
て
い
け
な
い
部
分

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
対
応
が

可
能
な
の
か
尋
ね
る
。

答
（
教
育
長
）
鳥
取
市
文
化
財

団
は
、
や
ま
び
こ
館
を
は
じ
め

と
し
た
文
化
財
関

係
５
施
設
を
管
理

し
て
い
る
。
同
一

指
定
管
理
者
が
運

営
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
魅
力
的
な
展

示
や
情
報
発
信
が

で
き
、
や
ま
び
こ

館
を
核
と
し
た
施

設
連
携
の
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
や
ま
び
こ
館
の
常

設
展
示
は
ほ
ぼ
開
設
時
の
ま
ま

で
、
合
併
後
の
状
況
を
十
分
に

反
映
し
て
お
ら
ず
、
文
化
財
団

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て

い
る
。
施
設
の
設
置
者
で
あ
る

本
市
と
の
協
議
も
必
要
で
あ

り
、
費
用
負
担
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

人
事
異
動
と
早
期
退
職

者
の
増
加
に
つ
い
て両川　洋々

（民主・民世会）

問　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、

退
職
者
の
２
分
の
１
の
採
用
で

補
充
し
て
い
く
計
画
を
定
め
て

い
る
が
現
状
で
は
ど
う
か
。
ま

た
、
１
年
で
異
動
す
る
人
事
に

は
問
題
が
多
く
、
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
合
併
時
に
定
め
た

条
例
の
職
員
定
数
が
１
，６
０
０

人
で
あ
り
、
平
成
20
年
４
月
１

日
現
在
１
，４
５
１
名
で
、
149

名
の
欠
員
で
あ
る
。
行
財
政
改

革
の
一
貫
で
あ
る
定
員
適
正
化

計
画
に
沿
っ
て
職
員
を
計
画
的

に
削
減
し
て
き
て
お
り
、
合
併

時
に
定
め
た
条
例
上
の
定
員
を

前
提
に
欠
員
を
埋
め
る
の
で
は

な
く
、
今
後
の
推
移
を
見
極
め

な
が
ら
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い

定
員
数
に
見
直
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

　

管
理
職
職
員
が
１
年
で
異
動

す
る
例
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も

い
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
新
た
な
業
務
に
適
材

を
配
置
す
る
必
要
性
か
ら
、
こ

れ
ら
の
事
例
が
生
ず
る
場
合
が

あ
る
。
そ
の
人
材
の
能
力
を

買
っ
て
、
１
年
で
の
異
動
を
し

て
い
る
例
が
多
い
も
の
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
評
価
の

あ
り
方
に
つ
い
て

有松　数紀
（清和会）

問　

指
定
管
理
者

の
評
価
に
つ
い
て
、

内
部
評
価
の
お
手

盛
り
で
は
な
く
、

外
部
評
価
制
度
な

ど
公
平
公
正
な
評

価
の
あ
り
方
が
必

要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
（
市
長
）
指
定

管
理
者
の
管
理
に

つ
い
て
、
市
や
利

全市域の文化財関連施設の核として
期待されるやまびこ館

用
者
の
評
価
以
外
に
第
三
者
の

評
価
を
加
え
る
こ
と
は
、
客
観

性
が
高
ま
る
と
い
う
点
で
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
指
定
管
理

者
選
考
委
員
会
が
審
査
し
て
き

て
い
る
が
、
管
理
実
態
の
評
価

を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
後
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
基
準
な
ど
を
定
め
、
評
価

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま

た
、
各
指
定
管
理
者
選
考
委
員

会
の
会
長
を
集
め
る
場
で
あ
る

指
定
管
理
者
管
理
委
員
会
を
別

に
設
置
し
、
外
部
評
価
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
指
定
管
理
者
選
考
委
員
会

大勢の来客で賑わう指定管理施設
道の駅「清流茶屋  かわはら」
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を
中
心
に
、
あ
り
方
を
考
え
た

上
で
評
価
を
行
い
、
次
の
選
考

に
つ
な
が
る
よ
う
な
客
観
的
な

物
差
し
で
あ
る
判
断
基
準
を
持

つ
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。平

成
19
年
度

決
算
見
込
み
に
つ
い
て

谷口　輝男
（清和会）

問　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
健

全
財
政
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
平
成
19
年
度
の
予
算
に

対
す
る
執
行
状
況
に
つ
い
て
、

ま
た
予
算
執
行
に
よ
る
効
果
と

実
績
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
19
年
度
決
算
見
込

み
は
、一
般
会
計
で
最
終
予
算
額

が
826
億
７
，８
１
８
万
円
、
こ
れ

に
対
し
歳
入
実
績
は
823
億
１
，

０
０
０
万
円
で
、
歳
出
実
績
は

815
億
円
と
な
る
見
込
み
で
、
最

終
的
な
決
算
剰
余
金
は
、
繰
越

事
業
を
差
し
引
い
て
６
億
円
程

度
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

効
果
の
あ
っ
た
事
業
と
し
て

具
体
的
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
事
業

や
、
企
業
誘
致
、
病
後
児
保
育

施
設
整
備
、
生
協
病
院
新
築
へ

の
支
援
、
防
災
行

政
無
線
の
整
備
、

福
祉
有
償
運
送
助

成
、
個
人
住
宅
の

耐
震
診
断
助
成
、

施
設
整
備
型
市
民

農
園
の
開
設
、
自

治
基
本
条
例
の
制

定
、
集
落
名
表
示

板
の
設
置
、
人
材

誘
致
定
住
対
策
の

促
進
事
業
、
原
油

価
格
高
騰
対
策
の

特
別
支
援
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、

成
果
指
標
を
用
い
た
行
政
評
価

の
手
法
に
よ
り
、
10
月
頃
に
公

表
予
定
で
あ
る
。

本
市
の
財
政
状
況につ

い
て

児島　　良
（市民会議）

問　

減＊
１
債
基
金
、
財＊
２
政
調
整
基

金
が
、
平
成
13
年
に
は
合
わ
せ

て
110
億
円
あ
っ
た
の
が
、
18
年

に
は
６
憶
６
，７
０
０
万
円
ま

で
減
っ
て
い
る
。
平
成
14
年
か

ら
18
年
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に

こ
の
基
金
を
使
っ
た
の
か
。
ま

た
、
財
政
調
整
基
金
を
、
今
後

ど
う
よ
う
に
し
て
蓄
え
て
い
く

の
か
、
尋
ね
る
。

答
（
総
務
部
長
）
減
債
基
金
に

つ
い
て
は
、
合
併
以
降
、
公
債

費
が
右
肩
上
が
り
の
状
況
で
あ

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
地
方
債
の

償
還
財
源
と
し
て
活
用
し
た
。

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム

の
統
合
、
市
町
村

合
併
に
伴
う
臨
時

的
な
財
政
需
要
や
、

国
の
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
減
収
の

た
め
の
財
源
手
当

て
と
し
て
使
っ
た
。

（
市
長
）
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金

の
合
計
額
を
、
計

画
よ
り
１
年
早
く
19

年
度
末
で
10
億
５
，

３
４
５
万
円
と
し

た
。
今
後
は
、
基
金

昨年度の決算資料

減債基金、財政調整基金の年度末残高の推移

ま

ち

づ

く

り

鳥
取 

― 

東
京
便

利
用
運
賃
に
つ
い
て

高見　則夫
（清和会）

問　
「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡

の
祭
典
」
を
控
え
て
、
関
東
方

面
か
ら
の
誘
客
の
た
め
、
航
空

運
賃
の
低
廉
化
を
民
間
団
体
と

一
体
と
な
っ
て
求
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
関
西
方

面
の
誘
客
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
に
対

し
て
往
復
割
引
な
ど
割
引
制
度

の
導
入
を
要
望
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
（
市
長
）
航
空
運
賃
に
つ
い

て
、
運
賃
の
積
算
根
拠
を
求
め

る
民
間
団
体
の
取
り
組
み
も
あ

り
、
公
共
団
体
や
経
済
団
体
の

官
民
一
体
と
な
っ
た
署
名
運
動

を
通
じ
、
幅
広
い
市
民
・
利
用

者
の
声
を
航
空
会
社
に
届
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
割
引
制
度
の

導
入
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

十
分
に
働
き
か
け
を
し
て
い
き 鳥取空港に新しく就航した航空機「B737-800」

10
億
円
を
維
持
し
な
が
ら
、
積

み
立
て
が
計
画
的
に
進
む
よ
う
、

目
標
を
明
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

＊1　減債基金：地方債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる基金
＊2　財政調整基金：年度間の財源の不均衡を調整するために積み立てる基金
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た
い
。
併
せ
て
智

頭
急
行
に
も
、
鳥

取
・
姫
路
・
岡
山

３
都
市
の
周
遊
切

符
や
、
京
阪
神
往

復
割
引
切
符
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

鉄
道
の
高
速
化
や

割
引
切
符
に
よ
っ

て
関
西
圏
と
の
連

携
を
深
め
る
こ
と

は
、「
２
０
０
９
鳥

取
・
因
幡
の
祭
典
」
に
効
果
を

上
げ
る
大
事
な
条
件
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

自
衛
隊
の誘

致
に
つ
い
て

房安　　光
（こう風）

問　

青
谷
町
で
行
わ
れ
た
国
民

保
護
計
画
の
訓
練
を
見
て
、
自

衛
隊
を
た
の
も
し
く
感
じ
、
本

市
に
自
衛
隊
の
基
地
が
あ
れ
ば

と
い
う
思
い
が
し
た
。
昨
年
定

例
会
質
問
後
の
本
市
へ
の
自
衛

隊
誘
致
の
対
応
と
、
現
在
基
地

が
な
い
中
で
の
自
衛
隊
と
の
接

続
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
前
回
の
質
問
後
の

対
応
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
誘
致

の
可
能
性
と
方
策
の
研
究
を
進

め
て
い
く
、
本
県
選
出
の
国
会

議
員
を
交
え
た
勉
強
会
を
年
度

中
に
立
ち
上
げ
、
誘
致
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

自
衛
隊
と
の
接
続
策
に
つ
い

て
、
本
市
は
自
衛
隊
の
部
隊
が

な
い
空
白
地
帯
で
あ
る
た
め
、

自
衛
隊
の
救
援
が
必
要
な
場

合
、
道
路
、
鳥
取
港
や
鳥
取
空

港
が
受
け
入
れ
拠
点
に
な
る
。

日
頃
の
自
衛
隊
の
参
加
も
得
た

防
災
訓
練
の
中
で
、
本
市
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
へ
の
的
確
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。
今
後
、
自
衛

隊
と
緊
密
な
連
携
を
図
れ
る
よ

う
、
十
分
な
配
慮
や
体
制
整
備

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。世

界
ジ

＊
３

オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

秋山　智博
（無所属）

問　

山
陰
海
岸
は
地
質
学
的
に

貴
重
な
地
域
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク

の
有
力
な
候
補

地
と
言
わ
れ
て

い
る
。
認
定
に

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
加
盟
が

必
要
で
あ
る

が
、
本
市
の
加

盟
に
向
け
た
取

り
組
み
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
、

今
後
の
観
光
振

興
策
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
38
団
体
で
構
成
す

る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
が
山
陰
海
岸
の
地
質
遺

産
を
資
源
と
し
た
研
究
や
活
用

を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
本

市
も
構
成
団
体
と
し
て
、
加
盟

に
向
け
た
様
々
な
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。
今
後
、
国
内
の
推

薦
委
員
会
が
７
月
ま
で
受
付
、

10
月
候
補
地
の
決
定
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
推
薦
を
行
う
こ
と

に
な
り
、
順
調
に
行
け
ば
来
年

の
秋
頃
加
盟
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
加
盟
は
決
し

て
容
易
で
は
な
く
、
市
を
挙
げ

て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て

認
定
さ
れ
れ
ば
、
鳥
取
観
光
の

魅
力
の
一
翼
を
な
す
と
と
も

に
、
但
馬
と
の
観
光
交
流
に
も

弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。中

心
市
街
地
活
性
化
の

２
核
２
軸
に
つ
い
て

森田紘一郎
（市民会議）

問　

中
心
市
街
地

活
性
化
に
お
い
て

本
市
は
２
核
２
軸

と
い
う
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
の

１
つ
の
核
で
あ
る
、

鳥
取
城
を
背
景
と

し
た
鳥
取
城
跡
周

辺
地
区
の
賑
わ
い

を
創
出
す
る
に
は
、

ま
と
ま
っ
た
土
地

で
あ
る
米
蔵
跡
地

を
駐
車
場
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
米
蔵
跡
地
は
現
在

久
松
公
園
と
呼
ば
れ
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
文
化
庁
の
指
導
を

受
け
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
策

定
さ
れ
た
鳥
取
城
跡
の
保
存
整

備
基
本
計
画
、
保
存
整
備
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
史
跡
と

し
て
の
全
体
像
が
明
確
に
な

る
よ
う
大
手
登
城
路
の
復
元

整
備
を
進
め
て
お
り
、
併
せ

て
、
米
蔵
跡
の
整
備
計
画
も

含
め
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
こ
の
地
を
駐
車

場
に
替
え
る
こ
と
は
適
切
で

自衛隊の参加を得て実施された防災訓練

史跡公園として整備されている久松公園

世界ジオパークネットワーク認定への
活動の一環である砂丘一斉清掃

＊3　ジオパーク：世界的に価値がある地質遺産などを含む自然公園
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福

祉
・

医

療

市
民
の
健
康
に
つ
い
て

武田えみ子
（公明党）

問　

子
宮
頸
が
ん
は
、
20
代
、

30
代
の
女
性
の
罹
患
率
が
高

い
が
、
一
方
で
予
防
が
可
能
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
子
宮
頸
が

ん
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
の
承
認
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
公
費
負

担
に
つ
い
て
、
国
な
ど
へ
働
き

か
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
予

防
ワ
ク
チ
ン
は

２
つ
の
会
社
が

国
内
で
開
発
中

で
、
既
に
１
社

か
ら
は
薬
事
法

に
基
づ
い
て
承

認
申
請
が
出
さ

れ
て
お
り
、
現

在
国
の
専
門
機

関
で
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
り
、
現
時
点
で
本
市
と

し
て
は
、
要
望
書
を
出
す
な
ど

の
対
応
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

様
子
を
見
た
い
考
え
で
あ
る
。

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
国
の
承
認

が
得
ら
れ
れ
ば
、
市
民
へ
の
予

防
対
策
や
啓
発
に
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い
。
そ
れ
ま
で
の
間

は
、
20
歳
以
上
に
受
診
年
齢
枠

を
拡
大
し
た
子
宮
が
ん
検
診
を
、

子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め

有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
対
策につ

い
て

村口　英子
（共産党）

問　

平
成
15
年
７
月
に
厚
生
労

働
省
が
出
し
た
「
ホ
ー
ム
レ
ス

に
関
す
る
生
活
保
護
の
適
用
」

の
通
知
、
ま
た
生
活
保
護
法
の

19
条
に
お
い
て
も
、
住
ま
い
が

確
定
し
て
い
な
く
て
も
、
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
に
対
し
生
活
保
護

の
適
応
が
可
能
で
あ
る
は
ず
だ

が
ど
う
か
。

答
（
福
祉
保
健
部
長
）
ホ
ー
ム

レ
ス
に
対
す
る
生
活
保
護
の
適

用
に
つ
い
て
は
、「
国
の
ホ
ー

ム
レ
ス
の
自
立
の
支
援
等
に
関

す
る
基
本
方
針
」
並
び
に
厚
生

労
働
省
通
知
「
ホ
ー
ム
レ
ス
に

対
す
る
生
活
保
護
の
適
用
に
つ

い
て
」
に
よ
り
、
居
住
の
場
所

が
な
い
こ
と
の
み
を
も
っ
て
保

護
の
要
件
に
欠
け
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
一
般
の
人
と

同
様
に
、
資
産
、
稼
動
能
力
や

他
の
諸
施
策
な
ど
が
活
用
で
き

な
い
か
検
討
し
た
上
で
、
生
活

保
護
の
適
用
を
決
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、

国
の
考
え
方
に
従
っ
て
、
生
活

保
護
制
度
を
適
切
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て

伊藤　幾子
（共産党）

問　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

全
国
の
自
治
体
で
は
問
い
合
わ

せ
に
追
わ
れ
、
世
論
調
査
で
も

「
制
度
を
評
価
し
な
い
」
が
７

割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
こ
の
制
度
を
廃
止

し
、
そ
の
上
で
国
民
が
安
心
で

き
る
医
療
制
度
を
議
論
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
制

度
実
施
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、

市
長
の
認
識
を
尋
ね
る
。

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
周
辺
の
駐
車
場
の
現

状
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け

100
円
バ
ス
く
る
梨
に
乗
り
替
え

て
お
堀
端
に
向
か
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

場
外
舟
券
売
り
場　

　
　
　
（
ボ
ー
ト
ピ
ア
）

に
つ
い
て

角谷　敏男
（共産党）

問　

最
近
、
河
原
町
布
袋
地
内

に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
で
あ
る
場

外
舟
券
売
り
場
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

市
長
は
業
者
の
地
元
説
明
の
際

に
同
席
し
て
お
り
、
設
置
に
積

極
的
に
協
力
す
る
考
え
と
受
け

取
れ
る
が
市
長
の
考
え
は
ど

う
か
。
ま
た
、「
市
民
生
活
を
守

る
立
場
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
」
と
述
べ
た
が
、
総
合
的
と

は
具
体
的
に
何
な
の
か
。

答
（
市
長
）
現
在
具
体
的
な
市

の
判
断
を
述
べ
る
段
階
で
は
な

く
、
地
元
の
考
え
方
を
踏
ま
え

子宮がん集団検診の受付

な
が
ら
将
来
的
に
総
合
的
に
判

断
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
総
合
的
と
は
、
こ
の

事
業
の
周
辺
へ
の
影
響
や
、
雇

用
面
で
の
効
果
な
ど
、
事
業
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、

市
民
生
活
の
面
に
照
ら
し
て
判

断
す
る
こ
と
を
い
う
。
具
体
的

な
事
業
計
画
や
、
地
元
の
考
え

も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
段

階
で
あ
り
、
今
後
事
業
計
画
や

地
元
の
考
え
を
踏
ま
え
て
判
断

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
併
せ
て
議
会
の
意
向
な
ど

も
十
分
尊
重
し
て
い
き
た
い
。
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教

育

小
中
学
生
の
携
帯
電
話

所
持
に
つ
い
て

中西　照典
（こう風）

問　

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
弊
害
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
、
教
育
委
員

会
の
姿
勢
を

条
例
や
指
針

と
し
て
発
信

す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う

か
。

答（
教
育
長
）

本
市
教
育
委

員
会
で
は
、
こ
の
問
題
解
決
に

あ
た
り
、
①
大
量
の
情
報
を
子

ど
も
た
ち
が
適
切
に
取
捨
選
択

す
る
判
断
能
力
を
育
成
し
て
い

く
と
い
う
リ＊
５
テ
ラ
シ
ー
②
ブ
ロ

グ
や
メ
ー
ル
の
書
き
込
み
な
ど

に
よ
り
、
他
人
を
攻
撃
し
た
り

陥
れ
た
り
す
る
情
報
を
流
さ
な

い
と
い
う
モ
ラ
ル
③
利
用
制
限

や
扱
い
に
つ
い
て
の
児
童
・
生

徒
へ
の
指
導
、
保
護
者
へ
の
啓

発
や
家
庭
へ
の
協
力
依
頼
、
以

上
３
点
を
考
え
て
い
る
。

　

条
例
、
指
針
を
示
す
方
法
も

あ
る
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て

学
校
教
育
に
お
い
て
行
う
べ
き

３
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多

く
の
人
に
現
状
を
認
識
し
て
も

ら
う
よ
う
働
き
か
け
、
保
護
者

を
始
め
と
し
た
大
人
と
一
体
と

な
っ
た
協
力
体
制
を
つ
く
る
こ

と
が
、
今
一
番
で
き
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

青
少
年
育
成
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

森本　正行
（こう風）

問　

小
・
中
学
生
が
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
全
国
大
会

に
出
場
す
る
場
合
、
大
変
な
保

護
者
の
負
担
が
生
じ
て
い
る
。

小
・
中
学
生
が
全
国
大
会
に
出

場
す
る
場
合
の
遠
征
費
に
つ
い

て
、
現
在
の
本
市
の
基
準
を

見
直
し
、
助
成
枠
の
拡
大
と
増

額
を
実
施
し
て
ほ
し
い
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
私
は
、
ど
の
世

代
に
も
公
平
で
安
定
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
継
続
し
て
提

供
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
制
度
の
基
本
的
な
枠

組
み
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
出
前
説

明
会
や
広
報
誌
で
理
解
に
努
め

て
き
た
が
、
国
の
新
た
な
制
度

の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
①
こ
の

制
度
の
内
容
が
十
分
周
知
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
②
制
度
が
複

雑
で
、
特
に
高
齢
者
の
保
険
料

負
担
に
つ
い
て
十
分
説
明
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
と
い
う
問

題
が
あ
り
、
国
に
対
し
て
猛
省

を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
立
病
院
の
現
状
と

　

20
年
度
以
降
の

対
応
に
つ
い
て

中島　規夫
（清和会）

問　

平
成
19
年
度
の

３
億
９
，０
０
０
万

の
病
院
の
赤
字
決

算
を
受
け
、
20
年
度

以
降
赤
字
解
消
に

向
け
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
。
ま
た
、

増
収
策
で
あ
る
７

対
１
の
看
護
体
制

の
た
め
に
看
護
師

30
人
が
新
た
に
必

要
だ
が
、
市
立
病
院

小中学生の使用について
検討が行われている携帯電話

の
職
員
定
数
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
尋
ね
る
。

答
（
病
院
事
務
局
長
）
赤
字
解

消
の
最
優
先
課
題
で
あ
る
医
師

確
保
策
と
し
て
、大
学
へ
の
医
師

の
派
遣
要
請
や
、
当
病
院
独
自

の
医
学
部
生
に
対
す
る
奨
学
金

制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

あ
く
ま
で
も
現
状
以
上
の
医

師
確
保
が
前
提
で
あ
る
が
、
当

面
の
収
入
増
加
策
と
し
て
、
診

療
報
酬
改
定
、
ジ＊
４
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
採
用
促
進
、
患
者
７

人
に
１
人
の
看
護
師
い
わ
ゆ
る

７
対
１
看
護
体
制
へ
の
変
更
や
、

職
員
給
与
の
段
階
的
削
減
に
よ

り
、
４
億
円
の
収
支
改
善
が
で

き
、
黒
字
化
が
達
成
で
き
る
の市立病院の医局（医師控室）

後期高齢者医療係の窓口

で
は
と
考
え
て
い
る
。

（
市
長
）
７
対
１
看
護
体
制
の

実
現
は
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

そ
の
体
制
に
30
人
の
看
護
師
が

新
規
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
職

員
定
数
を
速
や
か
に
改
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

＊4　ジェネリック医薬品：成分そのものやその製造方法を対象とする特許権が消滅した医薬品について、特許権者ではなかっ
た医薬品製造メーカーがその特許の内容を利用して製造した、同じ主成分を含んだ医薬品

＊5　リテラシー：情報を的確に読み解き，またそれを活用するために必要な能力



7　とっとり市議会だより　N�.141

答
（
市
長
）
谷
口
ジ
ロ
ー
さ
ん

の
作
品
展
示
は
、
文
化
芸
術
推

進
課
と
中
央
図
書
館
の
連
携
で

実
施
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
作
品
展
や
常
設
展
示
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
芸
術
振
興

に
お
い
て
、
市
長
部
局
・
教
育

委
員
会
事
務
局
が
一
丸
と
な
り

連
携
・
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ

と
は
大
変
効
果
が
大
き
く
、
さ

答
（
市
長
）
全
国
大
会
出
場
の

経
費
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い

ろ
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
本

市
で
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
参
加
者
の
多
い
大
会
が
開

催
さ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、

「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の
祭

典
」
の
関
連
な
ど
で
特
段
の
配

慮
を
す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え

る
。
一
方
、
他
県
で
開
催
さ
れ

る
大
会
へ
派
遣
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
は
従
来

か
ら
一
定
の
基
準
を
設
け
て
助

成
し
て
い
る
が
、
現
状
に
合
わ

な
い
点
が
あ
れ
ば
、
今
後
改
め

て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
方
と

の
調
整
も
図
り
な
が
ら
、
ど
う

い
う
補
助
を
行
う
の
が
適
当
で

あ
る
か
、
広
い
視
野
で
考

え
て
み
た
い
。

市
立
図
書
館
の

運
営
に
つ
い
て

入江　順子
（こう風）

問　

図
書
館
で
行
わ
れ
た
漫
画

家
谷
口
ジ
ロ
ー
さ
ん
の
作
品
展

の
よ
う
に
、
課
の
壁
を
超
え
た

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
出
身
の

文
化
人
、
芸
術
家
の
活
動
を
、

課
で
連
携
し
て
情
報
発
信
す
る

こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

交

通

過
疎
地
有
償
運
送

に
つ
い
て

長坂　則翁
（民主・民世会）

問　

公
共
交
通
確
保
に
向
け
た

過
疎
地
有
償
運
送
を
推
進
す
る

た
め
、
実
施
す
る
団
体
に
対
し

て
赤
字
を
補
て
ん
す
る
「
運
営

補
助
金
制
度
」
の
創
設
が
望
ま

れ
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
本
市
は
県
内
初
の

過
疎
地
有
償
運
送
支
援
事
業
費

補
助
制
度
を
創
設
し
、
県
に
対

し
て
も
何
ら
か
の
協
調
補
助
を

依
頼
し
て
き
た
。
本
市
は
こ
の

制
度
で
初
期
投
資
費
用
の
補
助

を
考
え
て
い
た
が
、
県
の
５
月

議
会
で
、
導
入
時
の
支
援
と
と

も
に
運
行
を
支
援
す
る
制
度
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
、

県
の
制
度
が
議
会
を
通
過
す
れ

ば
、
全
額
赤
字
補
て
ん
と
い
う

考
え
方
で
は
な
い
が
、
上
限
を

設
け
た
一
定
の
運
行
経
費
補
助

を
県
と
協
調
支
援
を
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
現
在
担
当
で

検
討
を
始
め
て
お
り
、
本
市
が

定
め
て
い
る
補
助
制
度
の
拡
充

を
、
県
と
連
動
す
る
形
で
実
施

す
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
し

て
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

交
通
対
策
に
つ
い
て田村　繁已

（公明党）

問　

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
す

る
に
は
、
多
く
の

人
に
市
街
地
に
足

を
運
ん
で
も
ら
わ

な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、

高
齢
者
な
ど
が
バ

ス
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
、

「
同
一
地
域
均
一
の

バ
ス
運
賃
」
と
い
っ

た
方
策
が
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答
（
市
長
）
今
後
高
齢
化
が
進

み
、
公
共
交
通
へ
の
依
存
度
が

高
ま
る
中
で
、「
上
限
を
低
く

設
定
し
た
バ
ス
運
賃
」
や
、「
同

一
地
域
均
一
の
バ
ス
運
賃
」
と

い
っ
た
公
共
交
通
の
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
実
施
予

定
の
地
域
公
共
交
通
の
社
会
実

験
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、

公
共
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
な

ど
を
把
握
し
た
上
で
、
し
っ
か

り
と
鳥
取
の
公
共
交
通
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

中
で
、
前
述
の
バ
ス
運
賃
の
あ

り
方
と
と
も
に
、「
定
期
運
行

し
て
い
る
路
線
バ
ス
以
外
の
交

通
手
段
の
導
入
」
も
ポ
イ
ン
ト

中央図書館で開催された谷口ジローさんの作品展

過疎地有償運送の運行が検討されている地域

ま
ざ
ま
な
部
局
の
壁
を
越
え
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
の
鳥
取
市
市
制

120
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

市
制
発
足
以
来
、本
市
で
活
躍
、

貢
献
さ
れ
た
120
人
を
選
ん
で
紹

介
、
顕
彰
す
る
事
業
を
考
え
て

お
り
、
今
後
、
議
会
に
も
相
談

を
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
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き
、
こ
れ
を
含
め
て
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
河
原
町
か
ら
郡
家
駅

を
結
ぶ
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、

ま
ず
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
必
要

と
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
問
題

を
市
政
の
課
題
と
し
て
取
り
組

み
解
決
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

路
線
バ
ス
の状況

に
つ
い
て

金谷　洋治
（清和会）

問　

市
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
代

替
タ
ク
シ
ー
は
現
在
の
路
線

バ
ス
の
便
数
に
対
応
し
た
も

の
で
、
利
用
し
に
く
い
運
行
ダ

イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
。
提
案
の

便
数
に
加
え
、
住
民
の
利
用
し

や
す
い
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
増

公

民

館

公
民
館
職
員
の
管
理
と

待
遇
改
善
に
つ
い
て

中村　晴通
（市民会議）

問　

公
民
館
は
従
来
の

生
涯
学
習
活
動
の
推
進

に
加
え
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
与
え

ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

職
員
の
負
担
は
極
め
て

増
加
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
職
員
体
制
の
見

直
し
や
待
遇
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
（
副
市
長
）
現
在
、
各
地
区

公
民
館
が
中
心
に
な
り
、
地
域

で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
課
題
を
話
し
合
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
（
仮
称
）
が
組
織
化

さ
れ
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む

体
制
が
整
え
ば
、
公
民
館
職
員

を
３
名
か
ら
１
名
増
員
し
、
体

制
を
強
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
市
長
）
市
町
村
合
併
時
に
、

地
区
公
民
館
の
あ
り
方
や
機
能

の
拡
充
を
検
討
し
た
上
で
、
地

区
公
民
館
を
増
や
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
地
区
公
民
館
が
、

地
域
に
密
着
し
た
地
域
を
支
え

る
核
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

観
点
か
ら
、
職
員
体
制
の
見
直

し
や
待
遇
の
改
善

に
つ
い
て
、
今
後

と
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

公
民
館
のあり

方
に
つ
い
て

西田　正人
（清和会）

便
は
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
地

域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
事
業

で
、
Ｊ
Ｒ
郡
家

駅
と
河
原
町
を

結
ぶ
路
線
を
実

験
運
行
路
線
と

し
て
加
え
ら
れ

な
い
か
。

答
（
市
長
）
代
替
タ
ク
シ
ー
の

大
幅
な
増
便
は
難
し
い
が
、
時

間
帯
を
考
慮
し
、
遅
い
時
間
に

バ
ス
か
ら
一
定
区
間
、
代
替
タ

ク
シ
ー
を
運
行
す
る
こ
と
は
、

地
元
の
意
向
が
ま
と
ま
れ
ば
可

能
で
あ
る
。
代
替
タ
ク
シ
ー
は

バ
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
限
り

は
交
通
手
段
と
し
て
活
用
で

河原町で導入が検討されている代替タクシー

醇風地区で行われた
協働のまちづくりについての意見交換会

問　

組
織
変
更
に
よ
り
、
基
幹

公
民
館
と
地
区
公
民
館
の
役
割

分
担
は
ど
う
な
る
の
か
。ま
た
、

今
後
、
基
幹
公
民
館
を
ど
の
よ

う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）
基
幹
公
民
館
は
、

従
来
ど
お
り
教
育
委
員
会
の
所

管
で
設
置
区
域
全
域
の
生
涯
学

習
業
務
や
、
地
域
住
民
の
福
祉

振
興
を
担
う
。
一
方
、
地
区
公

民
館
は
、
今
年
度
か
ら
市
長
部

局
が
所
管
し
、
従
来
の
生
涯
学

習
拠
点
施
設
の
役
割
に
加
え
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
一

環
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
①
新
市
域
全
域
の
生

涯
学
習
の
活
動
拠
点
と
し
て
地

域
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
②
地

区
公
民
館
事
業
を
支
援
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
と

い
っ
た
基
幹
公
民
館
の
役
割

が
今
後
大
き
く
な
る
と
思
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
本
年

度
は
事
業
内
容
や
運
営
方
法
の

見
直
し
な
ど
の
今
後
の
あ
り
方

を
、
基
幹
公
民
館
の
充
実
に
向

け
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中心市街地を運行する路線バス

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
上
で

検
討
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
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農

林

水

産

食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
に
つ
い
て

川瀬　滋子
（きずな）

問　

生
産
・
流
通
・
消
費
の
過

程
で
信
頼
を
回
復
し
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
地
産
地

消
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
地

消
の
動
き
が
見
え

て
こ
な
い
。
本
年
の

地
産
地
消
推
進
協
議

会
の
重
点
的
施
策
は

何
か
。
ま
た
、
菜
の

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
体
制
や
、
今

後
の
方
向
性
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答
（
経
済
観
光
部
長
）

地
産
地
消
の
取
り

組
み
と
し
て
、
①
地

元
産
食
材
の
安
心
・
安
全
の
Ｐ

Ｒ
②
ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
日

本
型
食
生
活
の
普
及
・
啓
発
③

地
産
地
消
フ
ェ
ア
の
開
催
④
食

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
な

ど
を
推
進
協
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

体
制
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産

部
を
中
心
に
関
係
部
局
と
連
携

し
て
、
早
急
に
具
体
的
な
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

モ
デ
ル
が
出
て
く
る
こ
と
を
望

ん
で
お
り
、
議
員
の
活
動
と
も

連
携
を
と
り
な
が
ら
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

漁
業
振
興
に
つ
い
て下村　佳弘

（清和会）

問　

燃
油
の
高
騰
に
よ
っ
て
漁

業
者
は
か
な
り
疲ひ

弊へ
い
し
て
い

る
。
燃
油
高
騰
対
策
と
し
て
、

市
が
県
の
漁
船
ド
ッ
ク
経
費
の

補
助
制
度
に
上
乗
せ
助
成
を

す
る
点
は
評
価
す
る

が
、
零
細
の
漁
業
者

が
多
い
本
市
に
お
い

て
、
市
独
自
の
漁
業

者
に
対
す
る
支
援
も

必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見

を
尋
ね
る
。

答
（
市
長
）
市
独
自

の
支
援
策
と
し
て
、

検
討
の
結
果
、
燃
油

増
額
分
の
助
成
で
は

環

境

環
境
対
策
に
つ
い
て桑田　達也

（公明党）

問　

本
市
も
チ＊
6
ー
ム
マ
イ
ナ
ス

６
％
の
一
員
で
あ
り
、
CO2
削
減

を
さ
ら
に
推
進
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
本
市
は「
快
適
・
環

境
都
市 

鳥
取
」を
宣
言
し
て

い
る
が
、一
歩
踏
み
込
み「
CO2

削
減
モ
デ
ル
都
市 

鳥

取
」
や「
省
エ
ネ
モ

デ
ル
都
市 

鳥
取
」を

掲
げ
、
具
体
的
な
CO2

の
削
減
目
標
を
立
て
、

市
民
へ
取
り
組
み
に

向
け
て
意
識
啓
発
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
具
体
的

な
目
標
と
し
て
十
分

な
検
討
が
必
要
だ
が
、

数
値
目
標
を
掲
げ
て
、
環
境
に

つ
い
て
、
特
に
CO2
排
出
量
の
削

減
の
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
本
市

の
環
境
基
本
計
画
に
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、
具
体
的
な
目
標

を
立
て
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
、ご
み
の
減
量
化
で
は
、

１
人
１
日
900
グ
ラ
ム
と
、
年
次

ご
と
の
大
ま
か
な
具
体
的
な
目

標
を
立
て
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
環
境
に
か
か
わ
る
具
体
的
な

目
標
、
指
標
を
持
ち
な
が
ら
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
く
、
新
た
な
漁
業
振
興
策
に

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

県
の
上
乗
せ
助
成
、
直
接
的
な

助
成
は
や
は
り
他
産
業
と
の

関
係
で
も
必
ず
し
も
適
当
で
は

な
い
と
い
う
判
断
も
あ
り
、
漁

業
の
燃
費
が
上
が
る
よ
う
な
修

繕
、
具
体
的
に
は
船
底
の
付
着

物
を
除
去
し
て
燃
費
の
効
率
を

上
げ
る
と
よ
う
な
対
策
に
つ
い

て
の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
市
が
単
独
で
行

う
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
何
か
の
事
態
が
あ
っ
た
場
合

に
検
討
す
る
余
地
は
な
い
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

船磯漁港

クールアース・デーの取り組みで
消灯された市役所庁舎

菜の花コンサート（菜の花プロジェクト）

＊6　チームマイナス６％：地球温暖化の一因とされる温室効果ガスを抑制するための日本政府が主導するプロジェ
クト
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市
議
会
Ｑ
＆
Ａ

「
専
決
処
分
・

繰
越
明
許
費
」

　

専
決
処
分
と
は
何
？

　

特
別
な
場
合
に
限
り
、

議
会
の
議
決
な
ど
を
経
な

い
で
、
市
長
が
予
算
を
執
行

し
た
り
条
例
を
施
行
し
た

り
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
と
き
に
専
決
処

分
が
で
き
る
の
？

　

一
番
多
い
理
由
は
、「
必

要
な
時
期
ま
で
に
議
会
を

招
集
す
る
暇
が
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
」で
あ
り
、

市
長
は
そ
の
判
断
に
あ
た

り
客
観
性
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

繰
越
明
許
費
と
は
何
？

　

年
度
内
に
そ
の
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
も

の
を
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
経
費
を

い
い
ま
す
。

　

繰
越
明
許
費
を
行
う
の

は
、具
体
的
に
ど
の
と
き
？

　

天
候
の
都
合
、
突
発
的

事
故
や
、
補
助
金
の
決
定

の
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
当

該
年
度
内
に
そ
の
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ

る
と
き
に
行
い
ま
す
。

問答

【
議
会
運
営
委
員
会
】（
表
中
①
よ
り
）

　

議
案
審
査
が
定
例
会
で
の
大

き
な
負
託
な
ら
ば
、
予
算
特
別

委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
市
政

の
課
題
に
つ
い
て
広
範
か
つ
深

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
議
会
の

意
思
を
よ
り
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
議
案
の
分

割
付
託
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
。

【
総
務
企
画
委
員
会
】（
表
中
②
よ
り
）

　

学
科
新
設
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
確
固
た
る
健
全
経
営
、

社
会
ニ
ー
ズ
を
優
先
し
た
学
生

確
保
対
策
へ
の
取
り
組
み
が
感

じ
ら
れ
た
。
鳥
取
環
境
大
学
に

お
い
て
も
、
県
・
市
が
広
く
高

等
教
育
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
前

向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要

と
考
え
る
。

【
福
祉
保
健

委
員
会
】

（
表
中
②
よ
り
）

　

へ
き
地
勤

務
へ
の
希
望

が
極
め
て
薄

れ
て
い
る
学

生
意
識
を
ど

う
高
め
て
い

く
の
か
。
ま

た
、
制
度
に

つ
い
て
、
医

学
部
入
学
後

に
希
望
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
中
学
生
・

高
校
生
段
階
で
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

【
文
教
経
済
委
員
会
】（
表
中
①
よ
り
）

　

前
橋
市
の
学
校
給
食
民
間
委

託
は
、
十
分
な
準
備
期
間
、
周

知
徹
底
、
検
証
期
間
を
設
け
て

お
り
、
大
変
お
う
よ
う
さ
を
感

じ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
委
託
さ

れ
た
部
分
の
人
材
を
、
食
育
の

向
上
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

【
建
設
水
道
委
員
会
】（
表
中
①
よ
り
）

　

事
業
系
ご
み
の
排
出
量
の
削

減
に
向
け
た
、
行
政
の
立
ち
入

り
調
査
な
ど
の
事
業
所
指
導

は
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化
だ
け

で
は
な
く
、本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
、
施
策
を
展
開
す
べ
き
で

あ
る
と
感
じ
た
。

　

政
務
調
査
費
を
使
っ
た
会
派

の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
順

次
紹
介
し
ま
す
。

　

公
明
党
は
、
会
派
で
使
用
す

る
パ
ソ
コ
ン
を
「
購
入
」
す
る

の
で
は
な
く
、「
リ
ー
ス
」
に

よ
り
会
派
人
数
分
調
達
し
て
お

り
、
リ
ー
ス
期
間
に
つ
い
て
も

議
員
任
期
と
合
わ
せ
た
期
間
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
政
務
調
査
費

で
高
額
な
備
品
を
購
入
す
る
こ

と
な
く
、
ま
た
、
議
員
任
期
終

了
時
に
備
品
の
扱
い
が
整
理
さ

れ
る
も
の
で
す
。各
議
員
と
も
、

会
派
の
調
査
研
究
に
そ
れ
ぞ
れ

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
、
調
査
研

究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

共
産
党
は
会
派
の
政
策
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
会
派
所
属

の
３
人
の
議
員
の
「
定
例
会
に

お
け
る
質
問
と
そ
の
答
弁
の
要

旨
」
を
メ
イ
ン
に
、
他
の
議
会

情
報
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
議

会
報
告
チ
ラ
シ
を
定
例
会
ご
と

に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ラ
シ
に
は
「
ご
感

想
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
会
派

の
広
報
と
と
も
に
、「
会
派
の

公
聴
機
能
」
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
会
派
の
政
策

や
考
え
を
広
く
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
意
見
を
聴
き
政
策
に
反

映
さ
せ
る
手
段
と
し
て
い
ま
す
。

政
務
調
査
費
ア
ラ
カ
ル
ト

委
員
会
視
察
報
告

リ
ー
ス
に
よ
る

パ
ソ
コ
ン
の
活
用

（
公
明
党
）

会
派
の
議
会
報
告

チ
ラ
シ
を
発
行

（
共
産
党
）

委員会の視察状況
委員会名 視察日程 視察場所 視察項目

議会運営委員会 4月16日㈬
 ～18日㈮

福井県福井市 ①予算・決算の審査手法について
②政務調査費の使途について

（各市共通）
奈良県奈良市
兵庫県尼崎市

総務企画委員会 5月12日㈪
 ～14日㈬

福岡県北九州市 ①指定管理者制度の第三者評価と今後
の見直しについて

九州看護福祉大学 ②公設民営大学の経営と学生の確保対
策について

山口県宇部市 ③地域コミュニティの推進について

福祉保健委員会 5月19日㈪
 ～21日㈬

富山県富山市 ①富山型デイサービスについて
石川県穴水町 ②医師・看護師等修学資金について
石川県七尾市 ③災害要援護者避難支援制度について

文教経済委員会 5月13日㈫
 ～15日㈭

群馬県前橋市 ①学校給食業務の民間委託について
群馬県渋川市 ②菜の花エコプロジェクトについて
埼玉県草加市 ③地域ブランドの確立について

建設水道委員会 5月12日㈪
 ～14日㈬

東京都町田市 ①ごみ減量化対策について
茨城県水戸市 ②水道事業について

東京都武蔵野市 ③ごみ有料化後の取り組みについて
④コミュニティバスの運営について

前橋市議会での委員会視察

　

先
進
事
例
な
ど
の
視
察
調
査
に
よ
り
そ
の
成
果
を
市
政
の
課
題
解
決

に
生
か
す
た
め
、
各
委
員
会
で
は
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

共
産
党
が
発
行
し
て
い
る
議
会
報
告
チ
ラ
シ

問答問答問答
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「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関

す
る
小
委
員
会
」
の
調
査
・
検

討
状
況
に
つ
い
て
報
告

　

ま
ず
、「
交
通
体
系
」
に
関

し
て
、本
年
度
策
定
さ
れ
る「
地

域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」

の
住
民
ニ
ー
ズ
調
査
の
中
に
、

「
夜
間
・
深
夜
バ
ス
」
の
視
点

を
入
れ
る
よ
う
提
案
す
る
。

　

次
に
「
食
文
化
」
に
関
し
て
、

「
地
元
食
材
を
使
っ
た
中
心
市

街
地
飲
食
店
の
活
性
化
」
の
大

き
な
柱
で
あ
る
「
地
産
地
消
の

店
認
証
事
業
」
に
、
生
産
物
・

食
材
の
高
付
加
価
値
化
の
取
り

組
み
や
、
生
産
者
・
飲
食
店
な

ど
の
提
供
者
・
消
費
者
が
連
携

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ

り
、①
鳥
取
に
し
か
な
い
食
材
・

料
理
の
取
り
組
み
②
地
産
地
消

の
店
の
取
り
組
み
③
地
元
の
旬

の
食
材
の
活
用
へ
の
取
り
組
み

を
具
体
的
に
提
案
す
る
。

　

本
市
の
ま
ち
の
活
性
化
に
官

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
「
元
気
な
ま
ち　

鳥
取
」

の
創
造
に
重
要
で
あ
り
、
引
き

続
き
調
査
を
継
続
し
、
具
体
的

な
政
策
提
案
を
行
っ
て
い
く
。

■
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
「
因
幡
の
祭

典
」
を
Ｐ
Ｒ

　

一
般
質
問
の
初
日
の
４
日
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
進
と
あ
わ
せ

て
「
２
０
０
９
鳥
取
・
因
幡
の

祭
典
」
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
議

員
及
び
執
行
部
の
全
員
が
祭
典

オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
、
本
会
議
に
臨
み
ま
し

た
。
本
会
議
上
で
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
の
取
り
組
み
は
、
昨
年

に
次
い
で
二
年
目
で
す
。

■
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を

伝
達

　

長
年
に
わ
た
り
市
政
に
貢
献

し
た
功
労
者
と
し
て
、
村
口
英

子
・
岡
田
浩
四
郎
・
中
島
規
夫

議
員
が
全
国
市
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
伝
達
が
行
わ

れ
、
代
表
し
て
村
口
英
子
議
員

へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

陳　情
《採択となったもの》
•公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求める陳情
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。
•鳥取県内水面漁場の回復を求める意見書提出を求める陳情
　（文教経済委員会付託部分※）
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。
※陳情項目３：害鳥駆除。
　　　　　　４：外来魚（ブルーギル、ブラックバス等）のリリー
　　　　　　　　ス禁止。
《不採択となったもの》
•永住外国人への地方参政権付与を日本政府に求める意見書を採
択しないよう求める陳情
（理由）現在、鳥取市議会には永住外国人への地方参政権付与
を日本政府に求める意見書提出を求める陳情の提出はなく、将
来における仮定に基づく陳情についての審査は適当でないため。
•最低賃金の引き上げと制度のさらなる改正を求める意見書提出
を求める陳情
（理由）現実的に実施困難と考えられる内容が含まれているため。
•業務委託の要望についての陳情
（理由）本市と岩美町との協定に基づいた業務であり、本件は
岩美町が判断し解決されるべき問題である。
•後期高齢者医療制度の廃止に関する意見書提出を求める陳情
（理由）国で制度の見直しが始められており、今後の改正され
る制度の内容についてしっかり見極める必要があるため。
•高齢者に負担増と差別医療を強いる後期高齢者医療制度の中
止•撤回を求める意見書提出を求める陳情
（理由）国で制度の見直しが始められており、今後の改正され
る制度の内容についてしっかり見極める必要があるため。
•過剰な農薬取締法により、植物からなる、農業用有機資材を締
め出す不法な行政指導の改善を求める意見書提出を求める陳情
（理由）事実の確認が困難なため。
•介護療養病床廃止•医療療養病床削減計画中止の意見書提出等
を求める陳情
（理由）国や県の病床転換の推進計画の内容が定まっておらず、
判断が出来ないため。
•鳥取県内水面漁場の回復を求める意見書提出を求める陳情
　（建設水道委員会付託部分）
（理由）陳情項目１：千代川本支流に放流される集落排水その
他の施設の処理水の水質検査の実施。
・すでに適切に実施されており、あらためて意見書を提出する
必要がないため。
陳情項目２：千代川本支流の堰堤の一部開削、魚道改良改善、
河床の土砂採掘撤去。
・基本的に構造物の設置者の責任であるため、本議会として、
国・県へ意見書を提出できないため。

•地域医療と国立病院の充実に関する意見書提出等を求める陳情
（理由）策定された独立行政法人整理合理化計画の中で、国立
病院機構について非公務員化の検討が示されているが、廃止・
縮小の内容は含まれていないため。

《継続審査》
•ミニマムアクセス米の輸入停止を求める意見書提出を求める陳情
（理由）継続して調査研究が必要なため。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

6月定例会で審査された 陳 情 ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
　

中
間
報
告（
抜
粋
）

中心市街地の鳥取市「地産地消の店」認定店

出者席全員がポロシャツを着用した
本会議場

　

６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

条
例
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介

■
鳥
取
市
集
会
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

鳥
取
市
が
所
有
す
る
施
設
の

内
、「
施
設
の
所
在
地
域
に
利

用
者
が
限
ら
れ
、
日
常
的
な
管

理
も
当
該
地
域
の
人
が
行
っ

て
い
る
」
と
判
断
で
き
る
施

設
を
譲
渡
対
象
と
し
、
建
物
は

無
償
譲
渡
し
、
譲
渡
後
は
地
元

が
維
持
管
理
費
を
負
担
す
る
も

の
で
、
上
記
を
踏
ま
え
、
集
会

所
の
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

議
会
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

新しく地元に譲渡される福部町福田地区
コミュニティセンター

人　
　

事　
（
敬
称
略
）

人
権
擁
護
委
員
〈
推
薦
〉

・
岸
本
悦
子
（
新
任
）

固
定
資
産
評
価
員
〈
同
意
〉

・
山
田
正
年
（
新
任
）

農
業
委
員
会
委
員〈
議
会
推
薦
〉

・
奥
本
澄
子
（
再
任
）

・
濱
田　

香
（
再
任
）

・
舩
戸
早
苗
（
新
任
）

・
山
根
良
子
（
新
任
）
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●環境標語：生活の工夫は　温暖化防止への第一歩

発
行
日
／
平
成
2
0
年
（
2
0
0
8
年
）
8
月
1
日
　
編
集
発
行
／
鳥
取
市
議
会
　
　
　
　
　
〒
6
8
0
-8
5
71
  鳥
取
市
尚
徳
町
116
番
地
  ☎（

0
8
5
7
）2
0
-3
3
4
3
  FA

X
 2
0
-3
0
4
9

編集委員会からのお知らせ編集委員会からのお知らせ
　市民に親しまれる市議会だよりの一環として、
市議会だよりの表紙写真を募集します。題材は、
「鳥取市の秋を感じさせるもの」です。
　詳しくは、鳥取市議会のホームページ（http://
www.city.tottori.tottori.jp/ より）をご覧に
なるか、事務局にお問い合わせください。

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

平成20年6月鳥取市議会定例会附議案議決結果（予算・条例・その他）
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区 分 議案番号 件 名 と 概 要 議決結果

予　　算
（４件）

87 平成20年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）
（補正前　78,660,000千円　　補正額　386,621千円　　補正後　79,046,621千円） 原案可決

88 平成20年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第1号）
（補正前　988,676千円　　補正額　25,615千円　　補正後　1,014,291千円） 原案可決

89 平成20年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）
（補正前　17,850,076千円　　補正額　3,229千円　　補正後　17,853,305千円） 原案可決

90 平成20年度鳥取市老人保健費特別会計補正予算（第１号）
（補正前　1,775,287千円　　補正額　217,214千円　　補正後　1,992,501千円） 原案可決

条　　例
（10件）

91 鳥取市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
（政令の一部改正に伴う改定、株式会社日本政策金融公庫が設立されることによる所要の整理を行うもの） 原案可決

92
鳥取市税条例の一部改正について
（地方税法等の一部改正に伴い、個人住民税について、寄附金控除の拡充、公的年金からの特別徴収制度の創設等所要の整理
を行うもの）

原案可決

93 鳥取市手数料条例の一部改正について
（犯罪被害者等給付金の支給等に関する法律の一部改正に伴い、引用条文の整理を行うもの） 原案可決

94 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（市有施設の民間等への譲渡に関する基本方針に基づき、鳥取市が所有する施設を地元に譲渡するため所要の整理を行うもの） 原案可決

95 鳥取市介護老人保健施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（健康保険法等の一部改正に伴い、引用条文の整理を行うもの） 原案可決

96
鳥取市ホームヘルパー派遣手数料及び訪問入浴サービス手数料の徴収に関する条例等の一部改正について
（法律の一部改正により、これまで生活保護法により行われていた中国残留邦人帰国者への支援給付が同法に基づく給付に変
更されたため、使用料基準に関し所要の整理を行うもの）

原案可決

97 鳥取市農林水産業振興事業分担金徴収条例の一部改正について
（分担金を徴収する事業にナラ枯れ被害対策事業、村づくり交付金を追加するとともに、廃止された事業を削除するもの） 原案可決

98 鳥取市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（青谷新あさひ団地を廃止するとともに、法律の一部改正に伴う所要の整理を行うもの） 原案可決

99
鳥取市集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
（岩吉の一部について農業集落排水が供用開始されることに伴い、里仁農業集落排水施設の設置区域に「岩吉の一部」を加え
るもの）

原案可決

100 鳥取市監査委員条例の一部改正について
（地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行等に伴い、所要の整備を行うもの） 原案可決

そ の 他
（11件）

101 鳥取市三滝林間施設の指定管理者の指定について
（【指定管理者】三滝をきれいにする会） 原案可決

102 財産の取得について
（ホストコンピュータ及び周辺機器一式更新に伴い財産取得をするもの） 原案可決

103 財産の無償譲渡について
（鳥取市福部町福田地区コミュニティセンター他4施設を町内会の集会所とするため、無償譲渡するもの） 原案可決

104
工事請負契約の締結について
（鳥取市立青谷小学校校舎増築（建築）工事　鉄筋コンクリート造２階建
　契約金額：197,688,120円
　契約の相手方：鳥取市立青谷小学校校舎増築（建築）工事　都市・興洋特定建設工事共同企業体）

原案可決

105
工事請負契約の締結について
（鳥取市立美保南小学校校舎増築（建築）工事　鉄筋コンクリート造３階建
　契約金額：237,777,960円
　契約の相手方：鳥取市美保南小学校校舎増築（建築）工事　ジューケン・大佐古特定建設工事共同企業体）

原案可決

106 損害賠償の額及び和解について
（鳥取市叶地内の市道で発生した市道陥没に伴う自動車の損傷について、賠償額を確定し、相手方と和解を得るもの） 原案可決

108 専決処分事項の報告及び承認について
（平成19年度鳥取市一般会計補正予算等5会計（平成20年3月31日専決）） 承　　認

109
専決処分事項の報告及び承認について
（厚生労働省告示の改廃に伴い、鳥取市立病院使用料及び手数料条例及び鳥取市国民健康保険診療所の設置及び管理について
引用条文の整理を行うもの（平成20年3月31日専決））

承　　認

110 専決処分事項の報告及び承認について
（小中一貫校による湖南学園小中学校の名称変更に伴い、所要の整備を行うもの（平成20年3月31日専決）） 承　　認

111
専決処分事項の報告及び承認について
（戸籍法の一部改正に伴い、地方自治体の手数料の標準に関する政令の一部が改正されたため、引用条文の整理を行うもの
（平成20年4月30日専決））

承　　認

112
専決処分事項の報告及び承認について
（地方税法等の一部改正に伴い、公益社団法人等における法人の市民税の最低税率の適用、熱損失防止改修住宅等における固
定資産税の減額措置の新設等所要の整理を行うもの（平成20年4月30日専決））

承　　認

人　　事
（２件）

107 人権擁護委員候補者の推薦について（9月30日任期満了　　1人（新任）） 同　　意
113 鳥取市固定資産評価員の選任について（6月1日付け定期人事異動に伴うもの） 同　　意

報　　告
（３件）

2 繰越明許費繰越計算書について
（平成19年度一般会計、特別会計（土地区画、下水、簡易水道、集落排水）） 報　　告

3 平成19年度水道事業会計予算の繰越について（浄水施設整備事業の繰越） 報　　告
4 出資法人の経営状況を説明する書類の提出について（土地開発公社他全21法人） 報　　告

委員会提出
（１件） 1 内水面漁場の回復を求める意見書の提出について 原案可決

議員提出
（３件）

4 鳥取市議会会議規則の一部改正について 原案可決
5 子宮頸がん予防ワクチンに関する意見書の提出について 原案可決
6 地球温暖化防止の推進を求める意見書の提出について 原案可決


